
      

 

 

 

 

 

 

２ ０ １ ７ 年 ３ 月 ９ 日 

東日本旅客鉄道株式会社 

 
 

 

「日本を楽しむあなただけの上質な体験」を感じる旅が始まります 
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１． 地域と連携した工芸品や特産品をはじめとした什器の紹介について 

「TRAIN SUITE 四季島」では、ご乗車されるお客さまにご満足いただくことはもちろん、「TRAIN SUITE

四季島」の運行を通じて地域の魅力を再発見し、その魅力を広く情報発信し、地域の活性化に貢献する

ことも同じく重要であると考えております。今回、東日本エリアを中心とした各地域の皆さまと連携し、車

内外の工芸品や特産品をはじめとした什器を製作頂いた会社をご紹介します。また、その他車内に搭

載しているさまざま什器についても、あわせてご紹介します。（別紙参照） 

 

（１）秋田木工（秋田県） 

 100 年以上の歴史を持つ、曲木
ま げ き

家具をつくる日本で唯一の工房 

 使用場所：ダイニング（6 号車）のテーブル、チェア、 

ラウンジ（5 号車）の家具、 

各客室のスツール等 

 

「TRAIN SUITE 四季島」では、日本の豊かで美しい自然を、また地域に根ざした産業や日々

の暮らしに息づく文化を、列車ならではの「豊かな時間と空間の移ろい」の中で、さまざまに楽し

む旅として提案するべく、本年5月1日の運行開始に向けて現在準備を進めております。 

これまで、旅の中で提供する食や観光など地域の様々な魅力を“深遊
し ん ゆ う

探訪
た ん ぼ う

”メニューとしてお

伝えしてまいりましたが、今回新たな魅力として、東日本エリアを中心とした地域が誇る工芸品

や特産品をはじめとした「TRAIN SUITE 四季島」の車内外で使用する什器をご紹介します。 

また、上野駅構内(13番線ホーム上)に専用ラウンジ「PROLOGUE 四季島」が完成しましたの

で、お知らせいたします。 

当社では、「TRAIN SUITE 四季島」の運行を通じて、東日本エリアの地域の様々な魅力

を掘り起こし、情報を発信することで、地域の活性化に貢献してまいります。 



      

（２）オリエンタルカーペット（山形県） 

日本で唯一、糸作りから染め、織り、アフターケアまで職人による一貫生産 

を行う 

使用場所：展望車（1・10 号車）、ラウンジ（5 号車）、各客室 

 

（３）玉川
ぎょくせん

堂（新潟県） 

銅板を鎚で叩き起こして銅器を製作する「鎚起
つ い き

銅器」の伝統技術を 200 年に   

渡って継承 

使用場所：各客室、PROLOGUE 四季島 

 

（４）天童木工（山形県） 

成形合板の高い技術とその独特なデザインで国内外に知られる 

使用場所：ラウンジ（5 号車）家具、PROLOGUE 四季島 

 

 

２．「PROLOGUE 四季島」の完成について 

ご出発とお帰りの際の寛ぎの場所としてご用意するラウンジ、「PROLOGUE 四季島」が完成しま

したのでお知らせいたします。 

「PROLOGUE 四季島」では、ご出発までの時間、お客さまとこれからの旅へ誘うクルーやスタッフ

との語らいの場所としてご利用いただき、列車帰着後には「この旅がまだ続く旅」であることを感じ

ていただきながら、フェアウェルパーティを行います。 

またラウンジ内の壁面には、運行する基本コースの停車駅全 21 駅をそれぞれイメージしたウェ

ルカムバナーを埋め込み、出発前のお客さまを歓迎いたします。 

 ウェルカムバナーイメージ【上野駅】










	170306確定　プレス本通（四季島地域連携・プロローグ完成）
	別紙

